
平成 27 年 9 月 14 日 

台風１７号の影響に伴う日高線の波浪災害について 

台風１７号の影響を調査していた弊社社員が、日高線の一部運転を見合わせている区間（鵡川

～様似間）において被災箇所を発見しました。（詳細は調査中） 

豊郷～清畠間では、海岸浸食防止のために設置した鋼矢板が倒れ、約８０ｍにわたり路盤が流

出していました。また、厚賀～大狩部間では、護岸壁の波返し部が破損し、約５０ｍにわたり路

盤が流出していました。 

本日以降、被害の詳細を把握するとともに、その他の区間について被災状況の確認を行います。 

【豊郷～清畠間】 

【厚賀～大狩部間】 
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倒壊した鋼矢板 被災箇所全景

倒壊した護岸壁（波返し） 被災箇所全景
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